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1972年の春から夏にかけて，千葉県野田市の西北に位

置する五駄沼の周辺で作業中の農民の手足に強い痩痒感

をともなう皮膚炎が発症した．この地区の近くには誘致

した工場群があったため，これら工場よりの汚水，また

は廃水による皮膚炎ではないかと農民によって公害苦情

相談が野田市にもちこまれた．

このため，千葉県衛生部と千葉大学医学部を中心に原

因不明の皮層疾患の対策委員会が結成され，疫学，臨床

等の各分野でその実態および原因の解明が行なわれた．

著者らもこの一部を分担調査することになったが，こ

の皮膚炎が鳥類住血吸虫のセルカリアの皮膚侵入によっ

て生ずる所謂鯉住血吸虫セルカリア皮膚炎”である可能

性が充分考えられたため，１）皮膚炎の症状とその疫学

的調査，２）飛来鳥類の寄生住血吸虫類の調査，３）中間

宿主である貝類の棲息調査とその寄生セルカリアの検索

を実施した．

調査地の概要

付近に皮膚炎の発症をみた五駄沼は面積13ヘクタール

の沼で野田市の西北端にあり，江戸川沿いに位置し，下

総台地に浸蝕された谷あいに大利根の流れがせきとめら

れてできた天然沼で，その一部は近年千沢されて水田化

している．

またこの地区には隣接して工業団地が近年完成し，そ

の排水流末は水田の水路をへて五駄招に流れこんでいる

ので沼の富栄養化が進行しつつあったところである．

皮盧炎の発生状況

1972年に45名の皮膚炎の発症者を認め，その後，１９７４
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年までに五駄沼周辺で確認されたものは60名に達した

(Tableｌ)．

1972年の発症者45名についてみると，男16名，女29名

で女子に多く，その罹患部位では下腿部に発症をみたも

のが25名，手に22名，足に13名が認められ，半数以上が

少なくとも下腿部に皮膚炎の発症をみたことになる

(Table２１

次に皮膚炎の発症時期を月別にわけたものがTable

３で５月と７月に特に多い．皮膚炎をおこしたと推定さ

れる農作業名が明らかになった29名についてみると，田

植え時，６月末の除草時，９月７日の稲刈の時で３回も

皮膚炎の発症をみた43歳の男子もみられた．＊浜松医科大学寄生虫学教室
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Table3SeasonalHuctuationoftheoccurrence

ofpaddyfielddermatitiｓｃａｓｅｓｉｎｌ９７２

に，肝臓および腸壁内の虫卵の検出を行なった．

その結果，カルガモ35羽中，紡錘形を呈し，Ｔγ/Cho‐

〃Aαγ”αｐ/ｉＤＭＪａｅの虫卵に類似した住血吸虫卵を２

羽から，三日月形を呈し，Ｔ・oceZJamの虫卵に類似し

た住血吸虫卵を７羽から検出した（そのうち，１羽は両

種虫卵が同時にみられた)．しかし，その何れからも虫

体は見出しえなかった．

貝の採集と寄生セルカリアの検査

五駄沼周辺の水田，用水路に棲息する巻貝を採集し，

種別毎に10～15匹ずつ，汲みおき水に入れてセルカリア

の源出を試みた．また－部は直接貝を破砕してセルカリ

ア寄生の有無を検査した．

1972年から1974年までの３年間に採集された貝は

Ｔａｂｌｅ４に示す．

ヒメモノアラガイAzLSZ7”CPZeaoJZ"ん10,973ケ，サ

カマキガイＰ/U'ｓａａｃ"/α4,504ケを検査したが，1972年

５月23日に採集したヒメモノアラガイ1,295ケ中４ケか

ら，同じく６月６日の同貝4,388ケ中２ケから住血吸虫

科Schistosomatidaeに属すると考えられる吸虫のセル

カリアを認めた．しかし第１回のセルカリア源出検査で

は，セルカリアの漉出数が極めて少なく，その上，採集

貝が早期に死亡したために，また，第２回のセルカリア

は全て未だ未成熟であったために，いずれも十分な数の

計測は不可能であった．しかし，その形状からすべてが

同一種に属するものと考えられた．すなわち，類紡錘体

の体部，円柱状の尾幹部，鰭膜を有する岐尾部の３部分

からなり，体前端には前器官がみられ，体前端より約

3/５の位置に腹吸盤が存在した．

侵入腺細胞はこの腹吸盤をはさんで５対あり，前２対

は不透明穎粒を充満し，後３対はほぼ透明でそれらの導

管は屈折しながら前端に開いている．食道は口に続く細

い管で，眼点の問を通り，その後方で盲管に終る２本の

腸原基にわかれる。肢尾部の先端には爪があり，全体に

わたって鰭膜が認められる．

排泄系は体後端にある排泄嚢とそれにそそぐ総排泄管

からなり，腹吸盤の後縁の高さで２肢し，前排泄管に３

個，後排泄管に３個と更にわかれて尾幹部内に１個の焔

細胞からなる．従って焔細胞式は２〔３＋３＋（１）〕＝１４

であらわされる．

１０％熱ホルマリンで固定したこのセルカリア５匹の計

測値は長さ体部245/u，尾幹部371.1β，岐尾部281.4/（で

あった．

これらの形状から，Ｔγ/cAo6/Ｚｈαγ之/α属の吸虫のセル

MonthAprilMayJuneJulyAugSept．
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ｃａｓｅｓ

その他の作業とは用水堀で仕事をしているうちに発症

したもの，五駄沼で釣をしているうちに発症したものも

あった．

皮膚炎は農作業中に，または水を離れて間もなく，水

に触れた上記の部位の皮膚に瘤痒感をおぼえ，早いもの

では直後，おそいものでも４～５時間後に発赤をおこ

し，その発赤部は漸時瘤痒感をまして丘疹となる．二次

感染により症状の複雑化したものもみられた．しかし，

これらは千葉大学医学部皮膚科の岡本昭二教授の診断に

よれば薬物その他の起炎性物質による接触性皮膚炎とは

考えられないということであった．

なお，皮膚炎発症者45名のうち，1970年～71年にも同

様な発症をみたものが６名存在した．

日本住血吸虫成虫抗原による皮内反応，補体結合反応

および虫卵沈降反応の成績

この地区の小学生48名，中学生26名，一般住民52名に

ついて日本住血吸虫成虫のＶＢＳ抗原（１万倍）を用い

て皮内反応を実施し，横川（1956）の方法によって判定

したところ，小学生３名，一般住民１名の陽性者と一般

住民３名の疑陽性者が見出された．しかし，これら陽性

者と疑陽性者の血清について日本住血吸虫症の補体結合

反応および虫卵周囲沈降反応などを実施したがいずれも

陰性であり，日本住血吸虫の感染を考慮する必要がない

と考えられた．

鳥類の調査

鳥類住血吸虫のセルカリアによる皮膚炎の疑いがある

ため，鳥類住血吸虫の宿主になる可能性があり，また五

駄沼周辺に定着或いは飛来する主としてカモ類について

寄生住血吸虫の調査を行なった．

その捕獲は２回にわけて行なわれ，1972年11月～12月

にはカルガモＡ"αsPoeciZor/､ﾉ"c/ｉａｚｏ"ｏｒ/ihy"c/iα１８

羽，コガモＡ､ｃ花ccαｃγCCCα６羽，ナガガモＡ・ａｃｗＺａ

ａａ４ｚａ１羽，クロガモＭＢｍ"iztα〃ig7αα"ze7-ica7za1

羽，オオバンＦＭｃａａＺ７－ａａＺｒａ６羽の計32羽，1973年

８月～９月にはカルガモ17羽を検査した．

これらの鳥類は捕獲後，可及的に速かに剖検し，腸間

膜静脈および門脈等を主として虫体の検索を行なうと共

（２５）
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については，完全に否定することは困難であるが，今回

当地区の農民間に発症した皮膚炎には，ヒメモノアラガ

イから源出したこのセルカリアの皮膚浸入によっておこ

ったものが含まれていることは疑いないといえよう．特

に1974年５月に検出された４ケの感染上メモノアラガイ

は何れも同一の水田から採集されたもので，この水田か

らは多数の皮膚炎患者が見出されていたことは上記の推

定を更に裏づけるものと考えられる．

この地区には日本住血吸虫の中間宿主であるミヤイリ

ガイは分布せず，日本住血吸虫成虫抗原で皮内反応陽性

者が126名中４名（3.1％）に見出されたが，これらの全

ては補体結合反応および虫卵沈降反応検査で陰性であっ

たので，日本住血吸虫の感染の可能性は全くないといえ

よう．

なお，ヒメモノアラガイからの鳥類住血吸虫セルカリ

アについては，その種の同定は必ずしもなされていない

が，1968年に小津らが埼玉県において始めて報告して以

来,愛知県(熊田ら，1970,71)，鹿児島県(鈴木ら，1975）

等において報告されている．特に隣接の埼玉県では県の

中央部から東部にかけて毎年４～６月の田植え時期に広

く皮膚炎の発症がみられている(小津ら，1972)．

今回見出されたセルカリアもこれら各地のセルカリア

と同一種であるか否かは断定出来ないが，その岐尾部が

やや大きい点を除けば，同様な形態を有しており，おそ

らく同一種ではないかと考えた．

なお今回得られたセルカリアと当地区飛来のカモ類よ

りえた２種の虫卵の関係については今回の調査の結果か

らはっきりしたことはいえないが，著者らの－人鈴木は

カリアと推定した．

ヒメモノアラガイからは，この他にStrigeidaeに属

すると考えられる岐尾セルカリアが認められたが，サカ

マキガイからはセルカリアの寄生を全く認めることはで

きなかった．

考察

千葉県野田市の五駄沼周辺の農民の間に発症をみた皮

膚炎は，ほとんどが水田内での作業時，特に田植え，苗

代，除草などの農作業中に発症したもので，その部位も

殆んどが水中に浸漬した手足に限られていた．当地区で

は本症の発生が問題となった数年前より，近くに工場団

地が誘致され，それら工場よりの廃・汚水による五駄沼

の汚染が問題となりつつあったところなので，本皮膚炎

もこれら工場廃水による屯のではないかとの疑いが先ず

もたれた．

このため，発症のみられた地区の水田の水質について

詳細な化学的分析が実施されたが，特に皮膚炎に関係が

あると考えられる要因は認められなかった（日本工業用

水協会，野田保健所検査)．

ところが水田棲息の巻貝の調査では，1974年５月と６

月に採集したヒメモノアラガイからSchistosomatidae

に属すると考えられる岐尾セルカリアが検出された．こ

のセルカリアはその形態からＴｒｉｃＡｏＭｈａｒｚｉａ属吸虫

のセルカリアと同定された．

従って，このセルカリアの皮層侵入により皮膚炎のひ

きおこされることは充分考えられるところである．

以上の事実から，工場よりの廃水，汚水による皮膚炎

（２６）
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埼玉県産上メモノアラガイより勝出したセルカリアを実

験的にアヒルにかけた場合に，今回著者らが得た三日月

型の虫卵で一応Ｔ､oCeZZaZαとしたものと，極めて類

似の虫卵を糞便中に排出することを認めている．しかし

Ｔ・ｏｃ２/Ｊａｍはモノアラガイを中間宿主としているので

(小田，1958a，ｂ’千頭，1961)，ヒメモノアラガイから

のものが果して本種と同一のものか否かは将来の検討を

まって報告したい．

なお，1972年の発症者45名のうち，1970年，1971年に

も発症を認めたものが６名存在していたが，このことは

木皮盧炎が1972年に急に発生したものでなく，かなり前

からみられており，気候，農業形態，鳥類の飛来などの

諸条件によって1972年に多発したものと推定される．

まとめ

1972年に千葉県野田市の五駄沼周辺の農民が水田作業

中に皮膚炎を発症した．

罹患部位は，手，足が大部分で水田作業において水に

接触した部位であった．一応，工場廃水による皮膚炎が

疑われたが，水質検査では何等その原因となる様な物質

は認められなかった．しかし，水田棲息の巻貝の調査

で，ヒメモノアラガイからＴγ/ｃｈｏＭﾉｍ７－ｚ/α属の吸虫

のセルカリアが検出された．

これらの疫学的，臨床的な原因調査の結果，本皮膚炎

は鳥類住血吸虫のセルカリアの皮膚侵入によっておこる

住血吸虫皮膚炎である可能性が強いと推定された．

本研究に当り，種々御協力戴いた下記の諸氏に厚くお

礼申し上げる．

野田市の皮膚炎に関する対策委員会，委員長吉田亮教

授（千葉大学医学部公衆衛生学)，同委員岡本昭二教授

（千葉大医学部皮膚科学)，県衛生部長井和行部長，は

じめ関係職員，野田市衛生課の関係職員，野田保健所

職員，また，鳥類捕獲に協力戴いた猟友会員諸氏および

貝採集に御協力下さった地元住民の方々にも感謝の意を

表する．

なお，本論文の要旨は第33回(1973)，３４回(1974)日本

寄生虫学会東日本支部大会に於て報告した．

文献

１）千頭篤(1961）：日本産Ｔ７ｉｃＡｏ６ｉＪｈａ７ｚｊａｏＣｅＺ‐

（２７）



370

' Abstract j

PADDY FIELD DERMATITIS IN NODA CITY, CHIBA PREFECTURE

Muneo YOKOGAWA, Motohito SANO, Masashi KOBAYASHI

(Departmet of Parasitology, School of Medicine, Chiba University, Chiba, Japan)

NORIJI SUZUKI

(Department of Parasitology, National Institute of Health, Tokyo, Japan)

Shigehiro OZU and Chujiro AIDA

(Saitama Institute of Public Health, Urawa, Japan)

An endemic dermatitis of unknown etiology has occurred from spring to summer of 1972

among farmers working in paddy fields in Noda city, the western district of Chiba prefecture.

The dermatitis was characterized by erythemato-papulo-vesicular eruptions accompanied

by intense itching and localized especially on forearms, hands and lower legs exposed to paddy

field water. Since this district developed very rapidly in these 10 years as an industrial city, the

dermatitis was first suspected to be due to contact with polluted water from industries in this

area. However, no chemical substances which may cause dermatitis were proved in waete

water from industries.

On the other hand a species of furcocercous cercaria belonging to the genus Trichobi-

Iharzia was found in Austropeplea ollula, collected in the paddy fields. The eggs very similar

with those of Trichobilharzia were also found in the intestinal walls of ducks, Anas poecilor-

hyncha, captured around the lake Goda, Noda city.

On the basis of the results obtained the paddy field dermatitis occurrig in the western

area of Chiba prefecture was strongly suspected to be resulting from contact with cercaria in

fested water.

( 28 )




